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●本誌は「銀行法」第21条に基づいて作成したディスクロージャー資料です。�

福岡銀行プロフィール�

 1

（国内基準）�

（本支店158、出張所9）�

（香港、上海、大連）�

�
（以上、平成18年9月30日現在）�

海外：3駐在員事務所�

国内：167店舗�拠 点 数 �

�

創　 　　　業�

�

明治10年9月22日�

�
設　　 　　立� 昭和20年3月31日�

本 店 所 在 地 � 福岡市中央区天神二丁目13番1号�

総 資 産� 7兆7,698億円�

預 　　　　金� 6兆5,460億円�

貸 出 金� 5兆2,154億円�

資 本 金� 732億円�

発行済株式数� 699,458千株�

自己資本比率� 9.50％（連結ベース）�

�
従 業 員 数� 3,611人�
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熊本ファミリー銀行との経営統合について�

九州親和ホールディングスおよび親和銀行との業務・資本提携について�

ふくぎん事業者ローン「ベストリリーフV（ブイ）」の取扱開始�

ふくぎん住宅ローン�

ローンセンター・ローンプラザ�

消費性ローン�

キャッシュカード一体型クレジットカード "arecore"�

インターネット専用口座「Net-One（ネットワン）」�

女性の夢応援プロジェクト［企画第1弾］平成18年12月18日「KIRARI」募集開始�

熊本支店の名称変更について�

AED（自動体外式除細動器）の設置について�

福岡銀行と熊本ファミリー銀行間の振込手数料引下げについて�

振込手数料改定について�

両替関連手数料について�

キャッシュカードの1日のご利用限度額�

�
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ごあいさつ�

�
中期経営計画2006

平成18年度中間期の業績�

　営業の概況�

　損益の状況�

　預金の状況�

　資産運用商品の状況�

　貸出金の状況�

　不良債権の状況�

　自己資本比率の状況�
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1，271台（うち店舗外436台）�

1台（うち店舗外1台）�

3台（うち店舗外0台）�

1，275台（うち店舗外437台）�

（以上、平成18年12月31日現在）�

ATM（現金自動預入支払機）�

C  D（現金自動支払機）�

�

為替振込機�

合計�

現金自動設備�

�
設 置 状 況 �

平成19年1月�

　皆さま方には、平素より私ども福岡銀行をお引き立て�

いただき、誠にありがとうございます。�

　福岡銀行は、地元の皆さまとともに歩み、地域の繁栄と�

ともに発展してまいりました。これからも、皆さまの「期待を�

超える銀行」を目指して経営にあたってまいりますので、�

なにとぞよろしくご高配を賜りますようお願い申しあげます。�

　さて、平成18年度中間期の営業の概況をまとめました�

『ふくぎんリポート 2006中間期』をお届けいたします。当行をより深くご理解いただくためのご参考に�

なれば幸いです。�

　平成18年度中間期における当行の業績は、コア業務純益が286億円と過去最高益を更新し、中間�

純利益も171億円と前年に次ぐ高水準となりました。�

　今後とも、役職員一同総力を結集し努力してまいりますので、一層のご支援とご愛顧を賜りますよう�

お願い申しあげます。�

�

ふくぎんの経営理念

　福岡銀行は、5つの基本理念により、役職員相互間の人間性を尊重し、質の高い金融サービスの
提供を通して、地域とともに発展し、企業価値の持続的成長を実現します。

顧客、社会から�
長期にわたる�
信頼を築きあげる�
組織・人材�

顧客や地域に貢献する�
組織・人材�

前向きな�
チャレンジ意欲あふれる�

組織・人材�

たゆまず進化する�
組織・人材�

顧客を最優先する�
組織・人材�

福岡銀行の基本理念（“5C”Values）
『顧 客』�
Customers

『信 頼』�
Credibility

『貢 献』�
Contribution

『挑 戦』�
Challenge

『変 革』�
Change

コンプライアンス�
（法令等遵守）�

経営の実践�

　当行はコンプライアンスを経営の最重要課題のひとつと位置づけ、企業倫理の確立と�
コンプライアンス態勢の充実・強化に努めております。�
　当行の基本的な価値観、精神、行動基準を定めた「コンプライアンス憲章」に則り、高い�
倫理観をもって日々の業務活動を遂行してまいります。�
　お客様からより多くの信頼・支持を得るため、今後ともコンプライアンスの充実に�
努めてまいります。�


